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作家に愛され、読者はその目次に文壇を俯瞰した、雑誌『風景』。
待望の電子書籍版。

●キャンペーン既刊：2026年11月24日～2027年５月まで。
●このチラシに記載した価格は、１アクセスのセット本体価格（10%維持費込）です。３アクセスご希望の場
　合には、弊社および取扱店にお問い合わせください。
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販売します。
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電子書籍版『風景』

1 昭和35（1960）年10月号～12月号 11,880円
2 昭和36（1961）年1月号～6月号 19,800円
3 昭和36（1961）年7月号～12月号 19,800円
4 昭和37（1962）年1月号～6月号 19,800円
5 昭和37（1962）年7月号～12月号 19,800円
6 昭和38（1963）年1月号～6月号 19,800円
7 昭和38（1963）年7月号～12月号 19,800円
8 昭和39（1964）年1月号～6月号 19,800円
9 昭和39（1964）年7月号～12月号 19,800円
10 昭和40（1965）年1月号～6月号 19,800円
11 昭和40（1965）年7月号～12月号 19,800円
12 昭和41（1966）年1月号～6月号 19,800円
13 昭和41（1966）年7月号～12月号 19,800円
14 昭和42（1967）年1月号～6月号 19,800円
15 昭和42（1967）年7月号～12月号 19,800円
16 昭和43（1968）年1月号～6月号 19,800円
17 昭和43（1968）年7月号～12月号 19,800円
18 昭和44（1969）年1月号～6月号 19,800円
19 昭和44（1969）年7月号～12月号 19,800円
20 昭和45（1970）年1月号～6月号 19,800円
21 昭和45（1970）年7月号～12月号 19,800円
22 昭和46（1971）年1月号～6月号 19,800円
23 昭和46（1971）年7月号～12月号 19,800円
24 昭和47（1972）年1月号～6月号 19,800円
25 昭和47（1972）年7月号～12月号 19,800円
26 昭和48（1973）年1月号～6月号 19,800円
27 昭和48（1973）年7月号～12月号 19,800円
28 昭和49（1974）年1月号～6月号 19,800円
29 昭和49（1974）年7月号～12月号 19,800円

既刊29巻 揃566,280円

ゆまに書房   〒101-0047 東京都千代田区内神田 2-7-6  TEL.03（5296）0491  FAX.03（5296）0493  https://www.yumani.co.jp/  e-mail eigyou@yumani.co.jp

『風景』の特色
●『文芸都市』『行動』などの雑誌を展開してきた、田辺茂一・舟橋聖一が、
もっとも大きく実らせた雑誌が『風景』です。
●大家から人気作家、若手まで、当時の文壇で活躍した作家が数多く執筆
しています。
●毎号、魅力的な対談、座談会が企画され、誌面を彩りました（パンフレッ
ト主要目次にすべてを掲載）。
●野口冨士男、有馬頼義、吉行淳之介、船山馨、澤野久雄、八木義徳とい
う錚々たる作家が編集長を勤めています。

【『風景』に発表された主要な作品】
　舟橋聖一「文芸的グリンプス」／川端康成「落花流水」、「一草一花」／
井上靖　詩作品／和田芳恵「接木の台」／野口冨士男「秋声追跡」、「暗い
夜の私」／山川方夫「Ｋの話」／中上健次「草木（連作短篇）」など。

『風景』を彩った画家・風間完
風間完は、1919（大正 8）年、東京市京橋（現・中央区新富）に生まれる。
1939（昭和 14）年、東京高等工芸学校卒業。兵役の後に画家を志し 1943
（昭和 18）年、新制作派協会展に初入選。戦後、雑誌編集者だった兄の繋
がりで小説の挿絵を描くようになり、五木寛之「青春の門」、司馬遼太郎「翔
ぶが如く」、池波正太郎「真田太平記」など多くの挿絵を手がけた。2002（平
成 14）年には、その功績で第 50 回菊池寛賞を受賞。2004 年、死去。『風景』
の表紙画はフランス留学後ということもあり、水彩画でパリの光景が鮮や
かに描かれている。


